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イラン「近世」(16-19世紀)文書研究

    1999 年 6 月 12 日

  IASペルシア語文書研究会

　　　近藤　信彰

0. なぜ文書研究か
主に、叙述史料（年代記等）と欧文史料（旅行記、東インド会社・外交文書）に基づいた歴

史研究が主流

制度史・社会経済史における限界

17世紀以降、残存ペルシア語文書史料の量は増大するが、（公刊されているものですら）十分

　な利用がなされていない

「近世」の範囲　19世紀後半（ナーセロッ・ディーン・シャー期以降）をのぞく

1. 史料の残存状況
サファヴィー朝後期の整った行政機構　　大量の文書が存在したはず

18世紀以降の政治的混乱　中央保管文書の消滅

　例外としてのガージャール朝　ゴレスターン宮殿図書館

19世紀におけるオラマーの独立性　オスマン朝のような形の法廷文書の不在

四散した文書を収集するさまざまな試み

2. 研究状況
中心　ドイツ、旧ソ連、イラン

i. 古文書学的

　総論　[1350Ó¿B´ÀÀÍB³ ] [Busse EIn]

　書体の手引き[Hanaway & Spooner 1995]
　刊行文書の目録[Fragner 1980] [Shimkoreit, 1982]
  インシャー文学に含まれている外交書簡の目録[Riyazul Islam 1979-82]
　勅令の形式と官房の関係[Röhrborn 1977]

　サドル発給文書の研究[1353 ÓÖBJ�BJ� Ómif¿]

　インシャー文学と文書の関係[Mitchell 1997]
  勅令以外の文書に対する研究の希薄さ
　

  ii. 文書の個別研究・文書集の編纂
他国語への翻訳を含むもの

　ヨーロッパ所在の勅令類[Busse 1959](British Library) [Fekete 1977](Topkapø, Vatican)
　旧ソ連[Ïàïàçÿí 1956-68] [Musävi 1977] [Òîäóà è Øàìñ 1989]ほとんどが勅令

  地方文書[Safi-nezhad und Krüger 1995]多くが19世紀後半
ペルシア語のみ

　イランにおいて（1980年以降の主なもの）

  　勅令類[1360 ÓÖAÌÃ] [1368 ÓÖAÌÃ] [1372 ÓNmAj¯]



2

  　外交文書[1364 ÔjÎvÃ] [1366-1371 ÔjÎvÃ]　トルコの文書館
　　　　　　 [1369-1375 eBÄmA jrÃ fYAË][1374Âf´¿ ÔjÎvÃ]　イラン外務省
　　家分け文書[1361 ÓÖBJ�BJ� Ómif¿][1367Ó»f�ÎI][1376 ÓÖBJ�BJ� ÓIAjM]
　日本での出版[Rajabzade and Haneda 1997] [Rajabzade and Eura 1999]

iii. 歴史研究への応用
土地制度史　[Ïåòðóøåâñêèé 1949] [Lambton 1953] 勅令類  総論的
ワクフ[McChesney 1981]   年代記に引用されたワクフ文書の利用
教会史[Ghougassian 1998]　新ジョルファのアルメニア教会の文書を利用
都市史[Werner 1999]　　タブリーズに関係する幅広い文書の利用

iv. イランにおける文書館事情
　　閲覧手続きのファジーさ　　写本より難しい

 文書を所蔵するイランの主な機関

  ÆBNn¼� dB· ÊkÌ¿ ÉÃBbIBN·.1
  Ó�ÄÇj¯ TAjÎ¿ ÆB¿kBmの管轄。ガージャール朝の宮廷の文書。勅令類・人口統計 cf. Werner

  ÉUiBa iÌ¿A PiAkË.2
　　外交文書　不完全ながら目録有り

　　Ó¼¿eBÄmA ÆB¿kBm.3
他官庁から移管の文書および個人蔵の文書の購入・寄贈。ガージャール朝期の勅令の控え。

一部目録有り。残りはコンピューター検索可。雑誌eBÄmA ÉÄÎVÄ�発行。タブリーズ・ハマダー
ン等に支所。

ÆAjÍA juB¨¿ cÍiBM PB¨»Bñ¿ ÉnmÛ¿.4
没収文書。コンピューター検索可。主にガージャール朝・パフラヴィー朝期。

雑誌ÆAjÍA juB¨¿ cÍiBM発行
 ÉÍjÎa iÌ¿A Ë ²B³ËA ÆB¿kBm.5

　　ワクフ関係の文書。雑誌ÆAfÍÌU TAjÎ¿発行。全国に支所有り。
その他o¼V¿ ÉÃBbIBN· ,Ó¼¿ ÉÃBbIBN· , pf³ ÆBNmEなど

3. 利点と問題点
　イランにおける盛んな出版　　進む資料公開　　アクセスの利点、不利点　目録の未整備

　古文書学的知識の不足　特にシャリーア関係文書 および経済文書　¶BÎm Á³i
　研究言語の多様性
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